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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
カ
月
が
過

ぎ
て
被
災
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン

（供
給
網
）
の
復
興
も
順
調
に
進
ん
で

お
り
、

自
動
車
な
ど
多
く
の
産
業
で

生
産
や
輸
出
が
回
復
し
て
い
る
。

た

だ
し
、

震
災
を
契
機
に
産
業
の
空
洞

化
が
進
み
、

震
災
前
の
よ
う
な
状
況

に
は
戻
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
企
業
に
よ

る
そ
の
国
へ
の
輸
出
機
会
を
拡
大
す

る
た
め
だ
。

世
界
貿
易
機
関

（Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
の
下
で
の
貿
易
自
由
化
交
渉
が

暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
現
状
で

は
、

特
定
の
国
々
と
の
貿
易
を
自
由

化
す
る
自
由
貿
易
協
定

（Ｆ
Ｔ
Ａ
）

や
経
済
連
携
協
定

（Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
進

め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

日
本
は
今
ま
で
主
に
２
国
間
で
Ｅ

Ｐ
Ａ
締
結
を
進
め
て
き
た
。

世
界
経

済
の
中
で
重
要
性
を
増
し
て
い
る
広

域
の
協
定
に
参
加
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
現
在
、

米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
９
カ

国
で
進
め
て
い
る
環
太
平
洋
経
済
運

携
協
定
（Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
へ
参
加
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。

同
時
に
、
日
本
と

中
国
、

韓
国
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

▲
只
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
な
ど
１６
カ
国
で
検

討
中
の
東
ア
ジ
ア
包
括
的
経
済
連
携

協
定
（Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）
の
推
進
も
、

空

洞
化
を
防
ぐ
手
段
に
な
り
う
る
。

（早
稲
田
大
学
教
授
　
浦
田
秀
次
郎
）

復興への経済戦略 ③

圃
園
田
団
幽

防
止
の
た
め
貿
易
自
由
化
推
進
を

震
災
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

寸
断
の
経
験
か
ら
、

自
動
車
な
ど
の

大
手
メ
ー
カ
ー
は
将
来
の
災
害
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
部
品
調
達
先
の
多

角
化
に
動
き
出
し
た
。

大
手
メ
ー
カ

ー
の
動
き
に
対
応
し
て
部
品
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
は
工
場
の
分
散
化
を
進
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
被
災
を

逃
れ
た
国
内
の
地
域
だ
け
で
は
な
く

海
外
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
の
緊
急
調
査
に
回
答

し
た
大
手
製
造
業
１
６
３
社
の
う
ち

７
割
は
、震

災
の
影
響
で
自
社
の
供

給
網
の
海
外
移
転
が
加
速
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

電
力
不
足

だ
け
で
な
く
円
高
、法

人
税
の
引
き

下
げ
延
期
な
ど
も
海
外
進
出
に
拍
車

を
か
け
る
。
日
本
で
の
事
業
環
境
の

悪
化
を
察
知
し
、外

国
政
府
は
日
本

企
業
の
誘
致
を
活
発
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
日
本
経
済
復

活
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
海
外
か

ら
の
直
接
投
資
の
誘
致
も
難
し
い
。

国
内
産
業
の
空
洞
化
を
回
避
す
る

に
は
、

国
内
の
事
業
環
境
を
改
善
す

る
と
と
も
に
、
日
本
企
業
の
輸
出
相

手
国
と
の
貿
易
自
由
化
を
推
進
し
な


